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イインンププラランントト堤堤防防の現場見学会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示会出展報告 【ＥＥ東北’12（仙台）、九州建設技術フォーラム 2012（福岡）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ご協力のお願い》 

<クラッシュパイラー保有会員の皆さまへ> 

◇ N 値 180 以上の施工情報をご連絡ください 
国土交通省の標準積算基準の改定を目指して 

活動中です。 

◇ N 値 50 以下に対応した積算資料を公表 
24 年度より最大Ｎ値 50 以下に対応した積算資料を 

公開し、硬質地盤クリア工法の設計範囲を拡大中です。 

ブロック会議を開催 全国を９地区に分け 2012 年７月よりスタート 

 11 月末で全地区での開催を完了 

企画会議を前身としてスタートしたブロック会議。協会活動を広く会員各位に

ご理解いただき、運営や活動内容に意見・提案をいただく場として、全国 9 地

区で開催し、計 66 社 71 名の会員が参加しました。 

ブロック会議にて頂きました意見・提案は、会員各位の満足度の向上と協会

のさらなる発展への取り組みに活かしていきます。 

 

 

圧入市場動向調査（Ｈ24 年度）を実施 

会員の皆さまにご協力を頂き、圧入市場動向調査のデータ集計を進めています。集計データは、地区毎の工法普及活

動の参考資料とさせていただきます。今後も毎年調査を行いますので、引き続きご協力をお願いします。 

調査集計データは、協会員の皆さまへの提供を計画中です 

圧入技術講習会について 

◇ 講習会・現場見学会の予定 

現場見学会 ・・・・・・・・・ 香川県、宮城県、岩手県、愛知県 

技術講習会 ・・・・・・・・・ ４月～８月（開催地区計画中） 

◇ 講習会・説明会の実績（7 月～12 月） 

官公庁向け講習会・・・・ 東北地方整備局関係、北海道開発局関係、九州地方整備局関係、関東地方整備局関係 

コンサル向け講習会 ・・ 福岡市 7 月、12 月、大阪市 8 月、盛岡市 9 月 

現場見学会 ・・・・・・・・・ 広島市 8 月、高知市 10 月、仙台市 10 月 

広報活動冊子のご案内 

  

 

事務局からのお知らせ 

◇ 年末年始業務案内 

・年末  12 月 28 日（金）まで営業 

・年始  １月７日（月）より営業 

◇ JPA 版圧入工法冊子をご活用ください 

・工法バリエーション 

・硬質地盤クリア工法 

 

 

 

 

 

 

 

本年も会員の皆さまに支えられ、総会、ブロック会議、技術講習会、

広報活動など、大変有意義に取り組むことができました。来年も協

会活動へのご協力を宜しくお願いいたします。      事務局 一同 

【新会員のご紹介】 
正会員 

・ ㈱アケノ 三重県伊勢市 

・ ㈱コウセイ 広島県呉市 

・ 伸友建設㈱ 大阪府堺市 

・ 丸井重機建設㈱ 青森県十和田市 

（2012 年 7 月～2012 年 12 月入会会員、50 音順）

九州建設技術フォーラム 2012 出展状況 

（10 月 31 日開催、約 1,700 名来場） 

ＥＥ東北’12 出展状況 

（10月24-25日開催、約9,800名来場）

<会員の皆さまへ> 

◇ 協会ホームページへのご意見・ご要望を募集中 

協会ホームページの充実に努めてきましたが協会員

の皆様が外部に積極的に発信するまでに至っていま

せん。「こうした情報があれば利用頻度が増えるし、

会員としても助かる」という内容がありましたら是非ご

提案ください。電話でもメールでも結構です。 

 

▼施工状況（山側） ▼見学会状況（海側） 
10 月 10 日に開催した現場見学会には、

官公庁、コンサル、ゼネコン、報道関係者

など 93 名が参加。既設堤防に硬質地盤

クリア工法で鋼矢板を打設する様子が紹

介されました。 

開催状況は地元の NHK ニュースや新聞

紙、建設専門紙でも報道され、インプラン

ト構造による防災・減災対策への関心の

高さが示された見学会となりました。 
全７工区で 7 台の同時圧入施工を実施 見学会（第 1 工区）の様子 

中国地区の会議風景 

先般のご案内のとおり、協会ではインプラン

ト構造の広報冊子「日経コンストラクション特

別編集版」（2012 年 12 月 10 日号）を活用し

た同構造の広報活動を展開中です。 

圧入業界の発展には、建設工法としての圧

入技術の優位性のみならず、圧入で築く構

造体としてのインプラント構造の優位性の認

知拡大が不可欠です。 

インプラント構造の採用事例紹介冊子「仁ノ

海岸堤防改良工事」とあわせ、防災・減災対

策への工法提案に是非ご活用ください。 

圧入で築く「インプラント構造」の有効性と有用性をまとめた広報冊子の配布活動を推進中 

国土交通省東北地方整備局主催の技術

展「ＥＥ東北」と、九州建設技術フォーラム

実行委員会主催の「九州建設技術フォー

ラム」に、ブースを出展しました。地盤や施

工環境を選ばず急速・省スペースに杭施

工を行える圧入技術に、参加者から感嘆

の声が寄せられました。 

協会ホームページ www.atsunyu.gr.jp 

堤防の液状化対策として、既設海岸堤防の延長 710ｍの区間に、長さ 15～16.5ｍの広幅型鋼矢板Ⅳw 型を 2,399 枚圧入し、

鋼矢板二重締切工によるインプラント堤防とするもの。国土交通省が堤防の改良工事で同構造を採用するのは初のケース。 

「仁ノ海岸堤防改良工事」（高知市春野町） 

発注：国土交通省 四国地方整備局 高知河川国道事務所

◇ 仁ノ海岸堤防改良工事 
（工事概要紹介冊子） 

◇ 日経コンストラクション別冊 
「地震・津波に強い国づくり」 


